
建造物

駒形神社本殿

　　　  　元禄16年（1703）

中根区の鎮守。陸奥国駒ヶ岳の駒形神

の分霊を迎えて創建したと伝わっていま

す。本殿は一間社流造。棟札には、再建

に尽力した旗本四氏、各名主および氏子54名の名が記されています。

2 MAP
E-7

市指定

建立

貴船神社本殿

　　　　 江戸時代末

一間社流造。屋根は銅板葺。側壁にある龍の彫

刻は、江戸時代後期～明治時代前期に活躍した

後藤縫之助の手によるもの。縫之助は、笠間稲

荷神社本殿の彫刻も手掛けています。大永6年

（1526）の棟札には、立開城主 井
い

坂
さか

修
し ゅ

理
り

助
すけ

が大

旦那として奉納したことが記されています。

3 MAP
H-4

市指定

建立

鳳林院山門

　　　　 正徳５年(1715)

総檀中の発願により、２年の歳月を費や

し完成しました。大正６年(1917)10月

１日の台風により倒壊しましたが、現在

の場所に復元されました。棟木に記され

た墨書によると、成田山新勝寺三重塔を手掛けた羽黒村(桜川市)

の大工棟梁、櫻井瀬兵衛政信が造営したことが分かります。

4 MAP
D-6

市指定

建立

鹿島神社本殿（上馬場）

　　　　 慶安２年(1649)改修

一間社流造。彫刻の一部に彩色を施し、

屋根は茅葺でしたが、現在は鉄板葺と

なっています。江戸時代の鹿島神社は、

馬場村など周辺の９ヶ村の郷社でした。慶安元年(1648)の朱印

状には、馬場村に三石が安堵されたことが記されています。

5 MAP
E-6

市指定

建立

山中薬師堂本堂

　　　　 不明（江戸時代カ）

山中山広
こ う

諦
てい

寺は、本堂、仁王門、薬師

堂を有する寺院でしたが、明治２年

(1869)に廃寺となりました。明治時代

末の火災で焼失を免れた薬師堂は、方形造であり、屋根は茅葺の

寄棟造でしたが、昭和23年に瓦葺に改修しています。身
も や

舎は丸柱、

内部は格
ごうてんじょう

天井となっています。

6 MAP
G-3

市指定

建立

照光寺山門

　　　　 寛文２年(1662)

薬医門形式の山門。屋根の柱の面取り

が大きく、化
け

粧
しょう

垂
だる

木
き

の先端部に反り増し

の技法がみられます。平成９年の解体

修理工事の際に発見された墨書きによると、府中町（石岡市）の大

工竹澤茂太夫の手によって建てられたことが分かります。

7 MAP
E-8

市指定

建立

本間玄琢の生家

　　　　 江戸時代後期

稽医館を創設した本間玄琢の生家。宝

暦５年(1755)、玄琢は馬場村の里正、

村山儀衛門の長子として生まれ、14歳

の時に小川村の郷医、本間道意に認められ、本間家の跡取りとな

りました。生家は、茨城県内に広く分布した曲屋で村山家から寄

贈を受け、やすらぎの里小川に移築されました。

8 MAP
E-6

建立

香取大宮司家文書

　　　　 鎌倉時代後期～江戸時代

香取神宮の長官職であった大宮司家の

文書群の一部。その多くは長い年月の間

に散逸しました。小川の香取大宮司家文

書は、鎌倉時代後期から江戸時代にかけての香取神宮とその周辺

との関わりを示す文書や、徳川光圀公に関する文書があります。

39

作成

旧誉田家文書

　　　　 江戸時代

代々、水戸藩運
うん

祖
そ

船
せん

長
ちょう

を務めた誉
ほん

田
だ

弥
や

五
ご

左
ざ

衛
え

門
もん

家から寄贈された文書群。その中でも、嘉永

６年（1853）の『川
かわ

條
すじ

風
ふう

雨
う

泊
と ま

り日
に っ

記
き

』は、弥五

左衛門が北浦北岸の串挽河岸から江戸小梅の

水戸藩蔵屋敷に回漕した航行日記で、高瀬舟

の航行の詳細が分かる資料として注目されています。

41 MAP
F-7

作成

考古資料

雷電山経塚出土の経塚遺物

　　　　 鎌倉時代初期　　　　　 高さ15.2㎝、直径5.9㎝

雷電山古墳の墳頂に築かれた経塚。経文を入れた金

銅製経筒を渥美産の壺に納めて、常滑産陶器の大甕

で蓋をして埋納しています。常陸平氏との関連性が

ある資料とされています。

43 MAP
D-8

市指定

年代 法量

極楽寺出土の灰釉陶器　短頸壺 ・ 蓋

　　　　  10世紀半頃

　　　　 壺：口径12.2㎝、器高26.8㎝　蓋:口径14.1㎝、器高3.9㎝

短頸壺と蓋のセットは、火葬した遺骨を納める

ために使われたため、「蔵骨器」と呼ばれてい

ます。これを埋納する火葬墓は、階層の高い

人物や僧侶の墓と言われています。

44 MAP
E-7

市指定

年代

法量

権現平遺跡の旧石器時代遺物（尖頭器）

　　　　 後期旧石器時代終末　　　　　  22点

旧石器時代の終わり頃に狩猟に使われた道具。柄の

先につけて獲物を突き刺すために使われました。石材

は硬
こ う

質
しつ

頁
けつ

岩
がん

で、周辺からは、石器や剥
は く

片
へん

などが出土し

ています。

45 MAP
D-8

年代 数量

権現平古墳群第２号墳出土の加飾壺

　　　　 古墳時代初頭（４世紀初頭）

一辺20ｍの方形周溝墓から出土した供

献土器。口縁部には円形浮文や棒状浮

文が貼り付けられ、刻み目のある突帯や

櫛描きの波状文などの装飾があることから、霞ヶ浦北岸に初めて

誕生した首長は東海地方にゆかりがある人物と考えられます。

48 MAP
D-8

年代

権現山古墳出土の須恵器筒形器台 ・ 直口壺

　　　　 古墳時代後期（５世紀末～６世紀初頭）

前方後円墳の造り出し部付近にて出土した供

献土器。脚部の上に長い筒状の胴部が付き、

頂部に小さな受けが付いた器台です。上には

直口壺を載せたと思われます。

49
MAP
D-8

年代

山野出土の灰釉陶器短頸壺（蔵骨器）

　　　　  ９世紀後葉～10世紀前半　　　　　 口径13.0㎝、器高28.6㎝

灰
かい

釉
ゆう

陶
と う

器
き

短
たん

頸
けい

壺
こ

と須恵器坏蓋を転用して蓋とした

「蔵骨器」です。火葬した骨を埋納した火葬墓は、階

層の高い人物や僧侶の墓と言われています。

53 MAP
F-7

年代 法量

山野犬塚経塚出土の銅製経筒

　　　　 室町時代　　　　　 高さ8.1㎝、直径4.5㎝

六十六ヶ国の霊場に巡礼した際に法華経を書写して埋

納した経筒。巡礼者の名「越前国善長」、法華経の守護

神「十
じゅう

羅
ら

刹
せつ

女
に ょ

、三十番神」の銘文が線刻されています。

55 MAP
F-7

年代 法量

城之内館跡出土の古瀬戸香炉

　　　　  15世紀中葉　　　　　 高さ6.7㎝、口径11.5㎝

古
こ

瀬
せ

戸
と

灰
かい

釉
ゆう

筒
つつ

形
がた

香
こう

炉
ろ

。破損した後に漆で継がれており、

底部には三つの足があります。胎土が還元を受け灰色に

変化しており、内面は煤により黒色を呈し、表面には緑色の灰釉が流れています。

57 MAP
D-8

年代 寸法

歴史資料

朝倉家医学書及び薬草標本

　　　　 江戸時代

小川村横町の郷医、朝倉友慶、真斉父

子二代が使用した医学書や薬草標本。

稽医館の運営にも関わり、種痘を実施す

る計画を近隣の村々に働きかけました。

58 MAP
F-7

市指定

年代

小岩戸の板碑

　　　　 貞和５年（1349）　　　　　 高さ86㎝

秩父産の緑泥片岩で造った武蔵型板碑。蓮台に乗った梵字

で阿弥陀如来を表現した「キリーク」と

華
け

瓶
びょう

が刻まれています。周辺には多く

の五輪塔や寶
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

があることから中

世墓があった可能性があります。

59 MAP
F-3

市指定

年代 寸法

鈴木家古文書等「水戸藩玉里御留川」関係資料

　　　　 江戸時代

寛永２年（1625）、水戸藩は、財源を

確保するために霞ヶ浦高浜入りの水

域を専用漁場に設定して、「玉
たま

里
り

御
お

留
とめ

川
がわ

」としました。御
お

川
かわ

守
もり

として管理を

任された鈴木源太左衛門家には、御留川に関連した資料が残されています。

60

霞ヶ浦絵図玉里御留川図

MAP
D-8

市指定

年代

稽医館の碑

　　　　 文政元年（1818）　　　　　 高さ160㎝

小川村の郷医であった本間玄琢が創設した稽医館の顕彰

碑。平石に漢文にて刻まれています。その内容は、稽医館

以前の歴史、創設の由来、医道の心得などです。撰文は、

水戸藩南郡の郡奉行小
こ

宮
み

山
やま

楓
ふう

軒
けん

、篆額が水戸藩小
こ

姓
しょう

頭
がしら

で

能
のう

筆
ひつ

家
か

として有名であった鵜
う

殿
どの

広
ひろ

生
お

によるものです。

61 MAP
F-7

年代 寸法

水戸藩舟印

　　　　 江戸時代　　　　　  104×160㎝

水戸藩船が船上に掲げた旗。紺地に白く「丸ニ水」

印に染められています。水戸藩領から年貢米など

の物資を江戸に回漕した高瀬船に掲げられました。利根川や江戸川

を航行する際は御三家の権威によってさまざまな優遇を受けました。

62 MAP
F-7

年代 寸法

有形民俗文化財

藤井家の民具

　　　　 江戸時代～昭和初期

小川坂下の藤井家に伝わる民具で、江戸時代から

昭和初期に至る様々な生活道具が揃っています。

64 MAP
F-7

市指定

年代

絵 画

阿弥陀如来画像（山野）

　　　　 室町時代　　　　  　94×38㎝

紺地に茶色の法衣をまとい、截
き り

金
かね

による麻の葉模様

をあしらっています。伝承では、親鸞聖人が鹿島神宮

に向かう途中、山野にてにわか雨に遭い、雨宿りをし

ながら、自身の衣の袖に描いて授けたとされています。

山野では疫病除けの仏として崇められています。

13 市指定

制作 寸法

不動明王及び二童子画像

　　　　 室町時代カ

紙本に黒
く ろ

摺
ず

りを施し、 その上に着衣および文様など

を彩色した画像。 盤石に立ち、 二童子は腰を低めて

明王に向かって立っている像容となっています。

14 市指定

制作

釈迦如来涅槃曼荼羅 

　　　　 元禄9年(1696) 　　　　 276.7㎝×168.0㎝

釈
し ゃ

迦
か

入
にゅう

滅
めつ

の情景を表した涅
ね

槃
はん

図
ず

。縦に５枚つな

ぎ合わせた麻地に金糸で刺繍されています。上

部に開基の心海法印から歴代住職名や檀信徒

の戒名150名、下部には願主である永福寺22

世尭雄法印が記されています。

15 MAP
D-6 市指定

制作 寸法

彫 刻

石造地蔵菩薩立像（日限地蔵）

　　　　 明暦４年(1658)　　　　　  120㎝

地蔵塚古墳に鎮座する地蔵尊は、希望する日時に願

い事を叶えるとされています。出産にご利益があり、女

性の信者が多く、旧暦24日が縁日となっています。背

面には「明暦四年(1658)戊戌 六月二十四日、導師

徳蔵寺第二十二代豎者法印賢慶」と刻してあります。

17 MAP
F-8

市指定

制作 像高

木造地蔵菩薩立像（赤身地蔵）

　　　   室町時代前半　　　　 　43.8㎝

一木造。当初は彩色されていましたが、剥落して

素地を表しています。宝徳２年(1450)、小河城主

であった園部氏は、城外に安置されていた地蔵尊

を城内に迎え入れました。城主の娘にあざができ、

地蔵尊に願を掛けると、あざが消え失せ、地蔵尊

の全身が赤いあざに包まれたとの伝説があります。

18 MAP
F-8

市指定

制作 像高

木造十一面観世音菩薩立像

　　　   江戸時代　　　　 　48㎝

寄木造。肉身部は金泥塗、当初は彩色されていま

したが、剥落して素地を表しています。安置されて

いる飯前観世音堂は、平安時代末、八田氏の一族

である真家長門守の祈願所として勧請されたとされ

ます。古来より、安産を祈る人々の信仰を集めてい

ます。

19 MAP
H-5

市指定

制作 像高

木造虚空蔵菩薩坐像

　　　   江戸時代初期　　　　　  50㎝

修善院の本尊仏。寄木造で、頭に銅板製宝冠を

載せ、右手に宝剣、左手には宝珠を持っています。

虚空蔵菩薩は、智恵や知識を授ける菩薩として信

仰されており、毎年３月の十三詣は、多くの参詣

者が訪れることで有名です。

20 市指定MAP
J-6

制作 像高

紺
こ ん

糸
い と

威
おどし

二
に

枚
ま い

胴
ど う

具
ぐ

足
そ く

　　　　 江戸時代

鉄
てつさびじろくじゅうにけんすじかぶと

錆地六十二間筋兜は、早乙女家貞（初代）の作。紺
こん

糸
いと

威
おどし

二
に

枚
まい

胴
ど う

、

袖
そで

、籠
こ

手
て

、佩
はいだて

楯、面
めんぽお

頬を具足しています。

30 市指定

制作

竹原神社神輿

　　　　 明治時代中頃カ　　　　　 高さ137㎝、胴幅40㎝、重量172.4㎏

竹原神社のアワアワ祇園の際に「みろく」、「ささ

ら」とともに町内を渡御しています。総
そうけやきづくり

欅造で、

胴体部は欅の素地が活かされ、屋根は黒漆仕

上げとなっています。

31 MAP
C-5 市指定

制作 寸法

円妙寺の銅鐘

　　　　 応永10年(1403)　　　　　 総高69㎝、口径47㎝

「当住心巴僧都勧進 長賢檀那家長為二親常州南郡田余青木

山大堂円妙寺之金 住乗憲法印 為一指半銭合力人成仏 応永

十年癸未十一月八日 賢範」の銘文が刻まれています。その後、

銅鐘は奥州菊田郡大島村の熊野神社（いわき市）に移されまし

たが、嘉永３年(1850)、銘文が手掛かりとなり、円妙寺に戻されて現在に至ります。

32 MAP
E-8 市指定

制作 寸法

書 跡

烈公書神名記

　　　　 天保４年(1833)　　　　　  91㎝×26㎝

稽医館の創設者、本間玄琢の子道偉は、水戸藩の

郡奉行吉成信貞に依頼して、藩主徳川斉昭の書の

下賜を願いでました。斉昭公は、「大
お お な む ち の か み

穴牟遅神」、

「少
す く な ひ こ な の か み

名毘古那神」の神名を絹地に揮
き

毫
ごう

して２幅の掛

軸に表具して授けました。その書は、稽医館の定

例研究集会の際に掲げられました。

34 MAP
F-7 市指定

制作 寸法

紙本墨書　
六字名号伝親鸞聖人の書

六字名号とは、お念仏の「南無阿弥陀仏」のこと

で、右側に和歌、左側に「建暦元年（1211）十一

月二十九日行年三十九歳信州諏和ノ郷ニテ善信

之(花押)」の銘記があります。

35
市指定

三十六歌仙色紙

　　　　 天保５年（1834）

平安時代中頃の歌人藤原公任が撰んだ『三十六人撰』に基づき、

三十六歌仙の和歌を色紙に描いたもの。

36 市指定

制作

古文書

傘連判状

　　　　 宝暦４年（1754）

旗本曾我氏に代官所役人、羽
は に ゅ う く ら の す け

生内蔵之助の罷免を要

求した事件の連判状です。傘のように円形に連なる署

名捺印がされていることから、傘連判状と呼ばれていま

す。これにより、翌年には内蔵之助は追放されます。

37 市指定

作成

紙本墨書　修善院由来之事

　　　　 江戸時代前半

修善院に伝わる創建以来の由来記は、讃岐国誕生院善

通寺にあった本院を佐竹氏の重臣であった船尾氏が移奉

したことから始まります。その後、何度かの移奉を繰り返し、

16世紀末には、下吉影に移り10石の所領を得ました。

38 MAP
J-6

市指定

作成

木造観音菩薩立像

　　　　 鎌倉時代初期　　　　　  107㎝

修善院本堂に安置されています。寄木造で、その

作風から、東大寺南大門金剛力士像を造った運

慶、快慶らの流れをくむ「慶派」の仏師の作とされ

ています。

21 MAP
J-6

市指定

制作 像高

木造天妃尊椅像及び四童子立像

　　　　 江戸時代　　　　　  36㎝

色彩豊かな寄木造。椅子に座り、両手で日月が描

かれた軍配形の団
う ち わ

扇を持っています。天妃(媽
ま

祖
そ

)

は、千年前から中国の沿岸部で航海安全の守護神

として信仰されています。清の圧政から逃れ、海を

渡った東
と う

皐
こ う

心
しん

越
えつ

禅
ぜん

師
じ

が持参した天妃像の話を徳川

光圀公が伝え聞き、その分霊を３体つくらせ、そのうち一体を舟運の

要衝の地であった小川の天聖寺に下賜したものとされています。

22 MAP
F-7

市指定

制作 像高

木造阿弥陀如来坐像

　　　　 室町時代前半　　　　　  71㎝

永福寺の本尊仏。寄木造、肉身部が金泥塗、衣

部は漆箔で仕上げられ、定印を結び、蓮華台座

に座しています。

23 MAP
D-6

市指定

制作 像高

木造阿弥陀如来坐像

　　　　 室町時代　　　　　  40㎝

熊野山神光院霊前寺の本尊仏でした。寄木造

で、肉身部は漆
し っ

箔
ぱ く

。頭部は清涼寺式釈迦如来

像の縄目状の意匠が採用されており、熊野信

仰と真言律宗の影響を受けています。

24 MAP
D-4

市指定

制作 像高

木造山中薬師仁王像

　　　　  江戸時代末　　　　　  阿形像183㎝、吽形像190㎝

明治時代末の火災で広諦寺仁王門は焼

失しましたが、安置されていた仁王像は

難を逃れ、焼失を免れた薬師堂に移さ

れました。ヒノキ材の寄木造で頭部、胸

部ともに扁平な造りです。

25 市指定MAP
G-3

制作 像高

石造安楽寺仁王像

　　　　 元禄５年(1692)　　　　　 阿形像170㎝、吽形像165㎝

安
あん

楽
ら く

寺
じ

阿弥陀堂跡にある仁王像は、極楽

寺およびその信徒によって建立されました。

石材である伊豆石の輸送は、高崎の河岸

問屋、笹目八郎兵衛の寄進によるものです。

26 MAP
E-7

市指定

制作 像高

木造薬師如来坐像

　　　　 嘉暦３年(1328)　　　　　  93.5㎝

極楽寺の本尊仏。杉材の一木造、木地古色仕上げで、

彫眼です。肉
にっ

髷
けい

珠
しゅ

と白
びゃく

毫
ごう

は水晶にて後補されました。背

板内側には、墨書にて制作年代などの銘文がありました。

27 MAP
E-7

市指定

制作 像高

工芸品

中台の白磁製子安観音像

　　　　 江戸時代

中国明代に伝来した白磁製のマリア観音像で

秘仏とされてます。約300年前の宝永年間か

ら竹原長福寺境内の子安観音堂に安置され

ていましたが、明治28年（1895）、現在地に

観音堂とともに移転されました。難産にご利益があるとされています。

29 MAP
C-4

市指定

制作

小
美
玉
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念

もっと知りたい小美玉の文化財

建造物

円妙寺常行堂 上玉里 円妙寺

古文書

玉里古跡録（写） 上玉里 鶴町家文書

考古資料

南坪貝塚の出土遺物 与沢 小川資料館 富士峰古墳の出土遺物 高崎 玉里史料館
部室貝塚の出土遺物 上玉里 玉里史料館 須恵器獣脚付短頸壺（蔵骨器）倉数 小川資料館
羽黒遺跡の出土遺物 竹原 美野里公民館 小河城跡の出土遺物 小川 小川資料館
並木新田台遺跡の出土遺物 大谷 美野里公民館

歴史資料

江幡祐蔵の銀板写真と銅メダル 下吉影 小川資料館寄託

有形民俗文化財

横町覚書 小川 小川資料館 素鵞神社の神輿と踊屋台 小川

史 跡

宮後貝塚 栗又四ケ 高崎城跡 高崎、下玉里
八幡脇貝塚 栗又四ケ 愛宕館跡 下玉里
富士権現古墳 小川 城之内館跡 川中子
権現塚古墳 幡谷 竹原小学校遺跡 竹原
大井戸古墳 下玉里 辻微高地遺跡 栗又四ケ
立開城跡 上吉影 部室平遺跡 部室
宮田館跡 宮田 かじや久保遺跡 与沢
片倉砦跡 堅倉 玉井 上玉里
鶴田城跡 鶴田 山内遺跡の宝篋印塔と五輪塔 上玉里
高原城跡 竹原中郷 市毛藤右衛門の墓碑 上吉影
富士館跡 竹原中郷 下吉影河岸跡 下吉影
原山館跡 上玉里 134 常陸小川驛新道開設記念碑 小川

神 社

素鵞神社 小川 椿山稲荷神社 竹原
貴船神社 上合 千勝神社 大谷
潮宮神社 倉数 大宮神社 上玉里
石船神社 小岩戸 八幡神社 栗又四ケ
竹原神社 竹原 渋井稲荷神社 下玉里

寺 院

修善院 下吉影 極楽寺 栗又四ケ
永福寺 竹原中郷 徳蔵寺（廃寺） 下馬場
鳳林院 竹原中郷 天聖寺（廃寺） 小川
円妙寺 上玉里 妙喜寺（廃寺） 小川
照光寺 上玉里 安楽寺（廃寺） 栗又四ケ

近現代遺跡

涌井遺跡 上玉里 田余尋常高等小学校校門 上玉里 小美玉市民家園

写真提供　�茨城県立歴史館、公益財団法人茨城県教育財団、国土地理院、筑波大学附属図
書館（デジタルコレクション）、明治大学博物館、明治大学文学部考古学研究室

発行・編集　小美玉市教育委員会生涯学習課　TEL：0299-26-9111
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令和8年（2026）3月

文化財愛護
シンボルマーク

野中貝塚

　　　　 縄文時代前期後半（約5,500年前）

園部川流域の台地斜面部に形成された径５ｍほ

どの地点貝塚。花積下層式期に厚さ50㎝の貝層

が形成されました。鹹
かん

水
すい

性
せい

のハマグリ、マガキが主体を占め、マダイ、スズキ

などの魚骨、シカ、イノシシなどの獣骨、鹿角製釣針も見つかっています。や

や内陸部に立地しており、縄文海進時の海岸線を知ることのできる遺跡です。

74 MAP
F-8

市指定

時代

部室貝塚

　　　　 縄文時代中期～晩期（約4,500～2,800年前）

霞ヶ浦沿岸における大規模な貝塚。２ヶ所の斜面

貝層があり、Ｂ貝層の発掘調査では、4,500～

3,000年前の貝層が確認され、埋葬された縄文の人骨も出土しています。鹹
かん

水
すい

性
せい

のハマグリ、サルボウガイなどの貝殻、ハゼ、クロダイなどの魚骨、シカや

イノシシなどの獣骨、炭化したドングリが見つかっています。また、漁労具（ヤス）、

狩猟具（石鏃、骨鏃）、製粉具（石皿、凹石、敲石）などの道具も出土しています。

77 MAP
D-8

時代

地蔵塚古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀後半）

墳丘長約64ｍの帆
ほ

立
たて

貝
がい

形
がた

古
こ

墳
ふん

。墳頂部

に日
ひ

限
ぎ り

地
じ

蔵
ぞう

尊
そん

が鎮座しており、埋葬施設

はよく分かっていません。後円部南西側の中段と鞍部から円筒埴

輪列が確認されています。４条５段の普通円筒埴輪、朝顔形円筒

埴輪、形象埴輪では盾形埴輪と馬形埴輪が出土しています。

78 MAP
F-8

市指定

時代

羽黒古墳群

　　　　 古墳時代前期（４世紀後半）

園部川中流域に位置する前方後円墳１基、円

墳３基で構成される古墳群。主墳は、墳丘長

67ｍの前方後円墳。前方部が細長く後円部に比べて高さが低い古い形

態ですが、埋蔵施設はよく分かっていません。墳丘からは円形、三角形、

方形透穴をもつ器台形円筒埴輪や壺形埴輪の破片が見つかっています。

79 MAP
D-5

市指定

時代

愛宕山古墳群

　　　　 古墳時代中期カ（５世紀）

園部川支流の小曽納川左岸に位置する円墳５

基で構成される古墳群。主墳である第１号墳は、

径50ｍ、高さ５ｍを測り、幅10ｍほどの周溝が明確に残存しています。か

つて、円筒埴輪が出土したとされていますが、明確な年代は不明です。

80 MAP
C-4

市指定

時代

泥障塚古墳群

　　　　 古墳時代後期（６世紀）

巴川右岸に位置する標高約26ｍの台地上に

所在し、前方後円墳２基、円墳５基で構成され

る古墳群。古墳群最大の第１号墳は、墳丘長39.5ｍを測る前方後円墳で

あり、後円部墳頂部には埋葬施設の石棺材が散在しています。

81 MAP
D-2

市指定

時代

勅使塚古墳

　　　　 古墳時代後期カ（６世紀）

園部川支流、花野井川左岸に位置する標高28ｍの台地上に築

造された単独墳。径30ｍの円墳で、埴輪が確認されています。

82 MAP
D-3

市指定

時代

稲荷山古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀）

巴川右岸に位置する標高28ｍの台地上に築造された単独墳。径

26.5ｍの円墳で、３条４段の普通円筒埴輪が確認されています。

83 MAP
F-4

市指定

時代

塚山古墳

　　　　 古墳時代中期（５世紀前葉）

霞ヶ浦を臨む標高25ｍの台地上に築造

された円墳。径61ｍ（復元）、高さ7.8ｍ

の二段築成で、黒斑のある円筒埴輪が確認されています。石岡市

の舟塚山古墳と墳丘規格や埴輪に共通点があります。

84 MAP
E-9

時代

雷神山古墳

　　　　 古墳時代中期カ（５世紀前葉）

園部川左岸に位置する標高18ｍの台地上に築

造された円墳。径56ｍ、高さ７ｍの二段築成。

埴輪は確認されていませんが、墳丘規格から塚山古墳と共通点があります。

85 MAP
F-8

時代

権現山古墳

　　　　 古墳時代後期（５世紀末～６世紀初頭）

霞ヶ浦を臨む標高24ｍの台地上に築造され

た前方後円墳。墳丘長89.5ｍと市内で最大

規模を誇ります。後円部の主体部はよく分かりませんが、前方部にあ

る木
もっ

棺
かん

直
じき

葬
そう

の埋葬施設から大刀１口と鉄鏃30本が出土しました。普通

円筒埴輪は３条４段、朝顔形円筒埴輪が７条８段、造り出し部には馬形

埴輪、短甲形埴輪、人物埴輪などの形象埴輪が配置され、供献土器で

ある土師器のほか、須恵器の筒形器台と直口壺も出土しています。

88 MAP
E-9

時代

舟塚古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀前葉）

霞ヶ浦北岸に位置する標高約24ｍの台地

上に築造された前方後円墳。墳丘長72ｍ

の二段築成、西側には造り出しが付設され

ています。埋葬施設は、通称「雲母片岩」による二重の箱式石棺ですが、

盗掘により、副葬品は散逸しています。昭和40年調査では、銀
ぎん

装
そう

圭
けい

頭
とう

大
た

刀
ち

柄
つか

頭
がしら

、鹿
ろっ

角
かく

装
そう

刀
とう

装
そう

具
ぐ

、鉄鏃、馬具、ガラス製丸玉などが出土しています。

また、調査の直前に盗掘されたとされる資料が伝舟塚古墳資料として存在

しています。埴輪は、茨城県指定有形文化財となっています。（地図面参照）

90 MAP
E-8

時代

雷電山古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀中葉）

霞ヶ浦北岸に位置する標高約24ｍの

台地上に築造された帆
ほ

立
たて

貝
がい

形
がた

古
こ

墳
ふん

。舟

塚古墳に隣接しており、墳丘長55.8ｍの

二段築成です。円筒埴輪が確認されています。

91 MAP
E-8

時代

滝台古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀中葉）

霞ヶ浦を臨む標高23ｍの台地上に築造さ

れた前方後円墳。墳丘長83.4ｍ、確認さ

れている円筒埴輪は、舟塚古墳と類似して

います。人物埴輪、馬形埴輪、器財埴輪などの形象埴輪が出土しています。

92 MAP
E-9

時代

山田峰古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀中葉）

霞ヶ浦を臨む標高22ｍの台地上に築造された前

方後円墳。墳丘長83.6ｍ、確認されている円筒埴

輪は、舟塚古墳や滝台古墳と類似しています。また、

同古墳群中には、墳丘長59.5mの愛宕塚古墳（帆立貝形古墳）が所在しています。

93 MAP
E-9

時代

桃山古墳

　　　　 古墳時代後期（６世紀後葉）

霞ヶ浦を臨む標高23ｍの台地上に築造された

前方後円墳。墳丘長54.5ｍ、普通円筒埴輪、朝

顔形円筒埴輪、馬形埴輪が確認されています。

94 MAP
E-9

時代

木船塚古墳

　　　　 古墳時代終末期（７世紀初頭）

園部川が開析する谷津に面する標高24ｍの台地上

に築造されています。墳丘長42ｍ、埴輪の樹立が

終焉した後の前方後円墳。明治７年の埋葬施設の

調査では、横穴式石室から双
そ う

龍
りゅう

環
かん

頭
と う

大
た

刀
ち

、圭
けい

頭
と う

大
た

刀
ち

、金環が出土しています。

95 MAP
D-7

時代

岡岩屋古墳

　　　　 古墳時代終末期（７世紀前葉）

園部川が開析する谷津に面する標高24ｍの台地上に築造

された円墳。径40ｍで横穴式石室が露出しています。元

禄年間に徳川光圀公の命により発掘調査が行われました。

96 MAP
E-8

時代

竹原城跡

　　　　  16世紀

永禄２年（1559）、府中城主大掾貞国が江

戸氏の南進に備えるために築城し、弟の義

国が城主となりました。園部川左岸に位置し、標高23ｍの台地上および低

地に立地しています。台地の突端部に主郭（曲輪Ⅰ）を配置し、北、東およ

び西の三方を曲輪Ⅱで囲む梯郭式の城郭。

97 MAP
D-6

市指定

時代

小河城跡

　　　 　13世紀～17世紀初頭

園部川左岸に位置する標高20ｍの台

地上に占地し、６つの曲
く る

輪
わ

、堀および

堀切などで構成されていました。13世

紀初頭、小河二郎政平が築城。その後、小田氏重臣、園部氏が入

城します。江戸氏の配下となった園部氏でしたが、天正18年

（1590）、小河城は、佐竹氏の急襲を受けて落城したとされています。

佐竹氏の治世では、文禄３年（1594）に茂
もて

木
ぎ

治
はる

良
よ し

、佐竹氏の秋田

国替え後の慶長７年（1602）には、戸沢政盛が城主となりました。

98 MAP
F-7

時代

羽鳥館跡

　　　 　15～16世紀

小田一門の小田治直の居城。園部川

から離れた内陸部に位置する北郭と南

郭で構成される複郭式の方形居館。主

郭である南郭は、南北130ｍ、東西115ｍの長方形、北側には一

回り小さい北郭があります。北郭の東側では、南北方向の幅4.8ｍ、

深さ1.6ｍの箱
はこ

薬
や

研
げん

状
じょう

の堀跡が確認されています。

105 MAP
B-3

時代

取手山館跡（田余砦）

　　　　  16世紀

園部川右岸に位置する標高10～20

ｍの台地上に占地しています。後世

の改変が大きく、土塁や堀は確認で

きません。天文年間、大掾氏が小田

氏の重臣、園部氏との抗争に備えて築城しましたが、天正16年

（1588）４月、江戸･佐竹軍の急襲を受け、戦死者200人を超す

激戦の末、落城しました。調査では、堀跡６条、曲輪２ヶ所、通路跡

８ヶ所などが確認されました。堀跡から大量の鉄砲玉が出土して

おり、激しい戦いの一端が明らかになっています。

106 MAP
E-8

時代

飯塚館跡

　　　　  12世紀末～16世紀

常陸大掾平国香の子孫である飯塚

氏の居館。園部川右岸に位置する標

高24ｍの台地上に築城されています。

山の上に構築された狭長な曲輪Ⅰは、二重の土塁と堀に囲まれて

おり、一段下には土塁と堀で区画された曲輪Ⅱがあります。現存

する土塁などの城郭施設は、改修された天正期の遺構。

107 MAP
E-7

時代

親鸞聖人ゆかりの経塚（与沢経塚）

二人の幼子を残して妻に先立たれた喜八は、

毎晩、妻の霊が枕元に現れるので、鹿島に向

かわれる親鸞聖人に相談し、浄土三部経を書

いた小さい石を妻の墓に埋めました。それから

と言うもの妻の霊は現れなくなり、幼子もすく

すく成長したという伝説が残っています。

112 MAP
H-8

市指定

竹原中郷経塚

　　　　 亨保14年（1729）

扁平な石に経典の一文字を書写し、それを大量に埋

納する一字一石経塚。塚自体は失われていますが、

鳳林院17世の住職大
だい

空
く う

普
ふ

闡
せん

と親近の僧、祥
しょう

瑞
ずい

が飢饉

から地元民を救うための願いを込めて大
だい

乗
じょう

妙
みょう

典
てん

と施
せ

餓
が

鬼
き

経
きょう

を書写して納経したことを記念する供養塔が建立されています。

113 MAP
D-6

市指定

時代

中台の一里塚

　　　　 江戸時代

水戸街道の両側に１里（約４㎞）ごとに造られた塚。

市内には４か所ありましたが、中台の一里塚の

みが、現存しており、エノキが植えられています。

114 市指定MAP
D-5

時代

下滝遺跡

　　　　 縄文時代後期末葉（約3,000年前）

霞ヶ浦を臨む標高２～３ｍの低地に所在する

遺跡。縄文時代後期には海浜部で、製塩土

器が出土していることから、塩づくりが行われていた可能性があります。

115 MAP
E-9

時代

新田遺跡

　　　　 弥生時代中期末葉（約1,900年前）

霞ヶ浦を臨む標高24ｍの台地上に所在する遺

跡。小規模な竪穴建物跡が見つかっています。

炉から出土した土器から弥生時代中期末と考

えられています。また、稲穂の刈り取りに使われた石製穂積具も出土しています。

116 MAP
C-8

時代

古代の官道

　　　　 ７～11世紀

律令国家が整備した駅
えき

路
ろ

と伝
でん

路
ろ

を「古代

の官道」と呼んでいます。市内の羽鳥、

羽刈、高田などには「五万堀」の地名が

あり、それらを結ぶと直線上に並びます。これは、常陸国府から陸奥に

向かう駅路のルートと推定されています。また、11世紀、源義家が奥州

征伐のため、この地を通過した伝承が官道沿いに残されています。

119 MAP
B-4

年代

桑原の岳（宮平遺跡・ 天神遺跡）

　　　　 ８世紀

常陸国風土記に記載される「桑
く わ

原
ばら

の岳
おか

」に比定される

遺跡。郡
ぐん

衙
が

などの役所や寺院などで見つかる断面逆台

形の区画溝が確認されており、灰
かい

釉
ゆう

陶
と う

器
き

、瓦、鉄
てっ

鉢
ぱち

形
がた

土
ど

器
き

などの特殊な遺物も出土しています。古代におけ

る田
たあまり

余郷の中核的な集落と考えられています。

123

訂正常陸國風土記

（一部抜粋）

MAP
E-8

年代

小川焼窯跡

　　　　 江戸時代末

園部川が開析する谷津に面する斜面部

に所在する陶器窯跡。窯道具や生産品

の特徴が、七面陶製所などの水戸藩窯と

は異なることから、民窯であると考えられています。生産品は擂鉢・甕、

窯道具（サヤ鉢・焼台）、色見穴の蓋が出土しています。

124 MAP
F-7

年代

天聖寺歴代和尚の墓

　　　　 享保16年（1731）～明治14年（1881）

　　　　 蘭山和尚：高さ4.5ｍ

寛保３年（1743）、天聖寺の開基である

蘭山和尚は94歳の天寿を全うしました

が、蘭山の墓塔である宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
と う

は、享保16年（1731）、生前に造ら

れる「寿
じ ゅ

陵
りょう

墓
ぼ

」として門人たちの手によって建立されました。蘭山の

没後、15代にわたる歴代和尚の中で、２代慧眼、４代慧命、５代仙洲、

６代龍淵、７代鳳洲、13代興雲、14代宝隣らがこの地に眠っています。

125 MAP
F-7

市指定

年代

寸法

本間玄琢一族の墓

　　　　 江戸時代後期

本間家は17世紀後半から続く医者の家系。18世

紀中頃に潮来から小川に転居しました。天聖寺の

墓地には、道意、玄琢、玄有などの墓碑や芭蕉の

句碑があります。なお、玄有の三子、玄調は、水戸藩医 原南陽に入門し、華岡青

洲に麻酔や外科技術を学びました。蘭医シーボルトから種痘の技術を習得し、藩

内で種痘の普及に貢献しています。さらには徳川斉昭公の侍医に登用され、弘道

館医学館の教授も兼ねました。玄調の墓所は、水戸常磐共有墓地にあります。

126 MAP
F-7

市指定

年代

天神中世墓

　　　　  14～15世紀

五輪塔と火葬蔵骨器からなる墓

地遺跡。蔵骨器は常滑産壺、周

辺から礫経石が出土しています。

127 MAP
H-8

年代

栗原掃
か

部
も

衛
え

門
もん

碑
　　　　 永禄４年（1561）　　　　　 92×78㎝

通称「雲母片岩」に阿弥陀三尊来迎図が線刻にて描か

れています。観音菩薩と勢至菩薩が両脇にひかえる三

尊型式。両側にある銘文によると、栗原掃部衛門が父

母の供養のために建立したことが分かります。栗原掃

部衛門は、竹原城主、竹原義国の配下で、四天王の一人とされています。

129 MAP
C-5

市指定

年代 寸法

蛇
へび

口
ぐち

安太郎と千種太郎の墓碑
　　　　 江戸時代末

天聖寺にある天狗党の乱に加わった志

士の墓碑。盛岡藩士の安太郎は、那珂

湊の戦いに参加しましたが、六万坂にて

処刑されたのち、天聖寺に改葬されました。上州浪人の太郎は、筑

波勢が大平山を引き上げて小川に戻る途中に離反しました。その後、

石岡市真家の里正宅を襲った際に頭部に銃弾を受けて息絶えました。

131 MAP
F-7

年代

小川河岸跡

園部川沿いにあった河岸。水戸藩が立藩する

と、水戸から江戸まで内水面を介した舟運の

重要性が高まったことにより、小川には運送奉

行や小川運送方役所が置かれました。小川河

岸は川岸町にあって、御用河岸は、小美玉市営駐車場の北側に所在していま

した。その繁栄した面影はありませんが、旧河道に橋の欄干が残されています。

132 MAP
F-8

天然記念物

鹿嶋神社のケヤキ

　　　　 約15ｍ　　　　　　　　 約９ｍ　　　　　 約500年

ニレ科ケヤキ属の落葉高木。令和３年に樹勢の回復を

目的とした大枝の除去を行いましたが、参道側には大き

く根が張っており、雄大な姿を見せてくれています。

135 MAP
F-8 市指定

樹高 目通周囲 樹齢

鹿嶋神社の大杉

　　　　 約40ｍ　　　　　　　　 約5.4ｍ　　　　　 約800年

旧郷社である鹿嶋神社の神木として、氏子たち

の手によって大切に守られています。

136 MAP
F-8 市指定

樹高 目通周囲 樹齢

川戸のヒサカキ

　　　　 約500年

モッコク科ヒサカキ属の常緑小高木。サカキの代用と

して墓や仏壇へのお供えや玉串に利用されています。

137

樹齢

MAP
G-7

市指定

倉数のコノテガシワ

　　　　 約12ｍ　　　　　　　　 約2.4ｍ

ヒノキ科コノテガシワ属の常緑針葉樹。葉や果実

が薬用および線香の原料として利用されました。

和名の由来は、樹形が「子供の手のひら」に似て

いるところからきています。

138 MAP
I-9

市指定

樹高 目通周囲

素鵞神社のケヤキ

　　　　 約35ｍ　　　　　　　　 約5.9ｍ　　　　　 約400年

市を代表するケヤキのひとつであり、幹がまっす

ぐに伸び、放射状に大きく枝を張る雄大な姿は、

目を見張ります。

139 MAP
F-7 市指定

樹高 目通周囲 樹齢

素鵞神社のケンポナシ

　　　　 約25ｍ　　　　　　　　　約3.7ｍ　　　　　　150年

クロウメモドキ科ケンポナシ属の落葉高木。球状

の果実をつけた果軸は、二日酔いや吐き気に効

用があるとされています。隣接していた医学修練

所である稽医館にゆかりがあると思われます。

140 MAP
F-7

市指定

樹高 目通周囲 樹齢

寺崎のウバユリ群生地

ユリ科ウバユリ属の多年草。関東以西に分

布しますが、群生しているのは、珍しいです。

141 MAP
E-2

市指定

大宮神社樹叢

大宮神社境内に広がる鎮守の杜。針葉樹、

照葉樹、落葉広葉樹で構成され、参道や手

水舎付近に美林を形成しています。

142 MAP
E-8

市指定

愛宕神社樹叢

帆立貝形古墳である愛宕塚古墳の墳丘に広がる樹

叢。墳頂に鎮座する愛宕神社の鎮守の杜です。モチ

ノキ、シイノキ、タブノキなどで形成されています。そ

の中でもタブノキの大きく枝を広げた姿が神秘的です。

143 MAP
E-9

市指定

神 社

鹿嶋神社と戸沢政盛

　　　　 武甕槌神　　　　　 大同２年（807）

旧郷社の小川12ヶ村の総鎮守。例大祭では、

流
や ぶ さ め

鏑馬や風祭り相撲が行われていました。天正年

間の兵火で焼失しましたが、

慶長17年（1612）、戸沢政

盛（安盛）よって再興されま

した。その際の棟札が残さ

れています。

144 MAP
F-8

祭神 創建

手接神社

　　　　 罔象女神　　　　　 永正４年（1507）

河童の伝説がある神社。芹沢俊幹が梶

無川に架かる柳橋を渡ると、河童が馬

の尾をつかんで川に引きずり込もうとし

ていました。とっさに俊幹は刀で河童の

腕を切り落としました。その後、河童が「手接の妙薬を伝授するので、腕を

返して欲しい」と頼みに来ました。俊幹は腕を返しましたが、河童は死んで

しまいました。今では手のケガや病気を治す神社として親しまれています。

147 MAP
H-8

祭神 創建

貴
き

布
ふ

禰
ね

神社（金毘羅神社）
　　　　　 高龗神（大物主神）　　　　　　 不詳（弘安年間）

弘安年間（1278～88）に讃岐の金毘羅大

権現から、奥州に分霊する途中に貴布禰

神社境内に祀られたと伝えられています。

149 MAP
F-3

祭神 創建

香取神社

　　　　 経津主神　　　　　 天喜５年（1057）

日本武尊の東国征討の際に先陣が陣

を張ったとの伝説があります。

155 MAP
E-7

祭神 創建

耳守神社

　　　　 神八井耳命　千代姫　　　　　 不詳

耳が聞こえなくなった千代姫の伝説が

残る神社。耳が通るようにと竹の小筒を

紐に通したものや豆腐を供える風習が

あります。地元では「みみっちょ様」とも

呼ばれ、耳の神様として有名です。

157 MAP
D-7

祭神 創建

近現代遺跡

旧百里原海軍飛行場

　　　　 昭和13～20年（1938～1945）　

　　　　  1,600×1,300ｍ（208万㎡）

昭和13年12月、筑波海軍航空隊

百里原分遣隊が発足し、翌年、百

里原海軍航空隊として独立。飛行

場は、滑走路帯まで含めると菱形

で、隊門から伸びる道路を挟み、建物区と兵舎建物に分けられ、正

面には、駐機場が配置されていました。当初は、練習機の操縦教育

が中心でしたが、戦局が悪化すると実用機の操縦と偵察教育へと

役割が変わりました。昭和20年になると、米軍による本土空襲が

激しさを増し、グラマン戦闘機による攻撃を受けるようになりました。

169 MAP
H-7

年代

規模

正門跡 

山野の交差点に所在する大谷石の門

柱で93×93cm、高さ225cm。元々

は航空隊の入口に建っていましたが、

戦後に現在の場所に移動されました。

試射場跡 

飛行場の南側にある盛土遺構。機

関銃の照準調整のために使用され

ました。規模は長さ360ｍ、幅50～

60ｍ、高さ12～16ｍ。

百里神社 

天照大神を祭神とした神社。航空隊の守

護神として創建されました。鳥居の足元が

航空機の車輪の形をしています。空襲に

より破壊されましたが、戦後に再興されま

した。

掩体壕群 

米軍の攻撃から航空機や弾薬を守

るための施設。周辺を盛土で囲み

天井がない無蓋掩体壕です。飛行

場周辺に80基ほど造られました。

無形民俗文化財

素鵞神社の祇園祭

旧暦６月１日、７日、11日、13日の４日間に

わたったことから、「四度のまつり」とも称

され、御仮屋や氏子の町内において一連

の神事が執り行われています。當
と う

家
や

祭
さい

と呼ばれる神事は、前年の

御
ご

神
しん

籤
せん

式
し き

で当番日が決定した４つ町内が受け持つ、十一日當家祭

（當
と う

家
や

注
じ

連
め

）、十七日當家祭（八
はっ

町
ちょう

注
じ

連
め

）、二十一日當家祭（お浜降

り式）、二十三日當屋祭（稲田姫祭）があります。

67 MAP
F-7

市指定

下馬場ばやし

８月の鹿嶋神社の祭礼に氏子の家内安全と五穀

豊穣を祈念して奉納される芸能。江戸時代の終

わり、江戸生まれの船頭の影響を受けながら下

馬場村の有志により、独自のお囃子となりました。

68 市指定

立延の盆綱

立延地区に伝わる盆行事。子供た

ちが８月13日の迎え盆に藁
わら

でつくっ

た龍に模した綱を引いて、共同墓地

にて先祖の霊を乗せ、地区の家々を回って、ご先祖の霊を送り届

ける習俗です。

69 MAP
F-7

市指定

立延の青屋祭

子供たちの年中行事。かつては旧暦６月21日、青竹

で小さい祠
ほこら

を組み、茅
かや

で屋根を葺
ふ

いて「青屋の仮殿」

を組み、中に御
ご

幣
へい

をお祀りし、最後には、仮殿をかつぎ、

近くの園部川へ流していました。現在は、茅の茎で箸
はし

を作り、家々を回り、箸とお札を配っています。配られ

た箸でうどんを食べる風習は悪疫を防ぎ、長寿の願いが込められています。

70 MAP
F-7

市指定

堅倉ばやし

８月の金
こ

刀
ん

比
ぴ

羅
ら

神
じん

社
じゃ

の祭礼に奉納される芸能。山

車の舞台で披露され、長太鼓、小太鼓、摺
すり

鉦
がね

、笛の

演奏に合わせ、獅子舞、神馬（きつね）、四
し

丁
ちょう

目
め

（お

かめ）、民
みん

場
ば

（ひょっとこ）からなり、山車の出発と帰

着を告げる「さんぎり」というお囃子もあります。

71 MAP
F-3

市指定

羽鳥囃子

鹿島神社で太鼓や鐘を叩いて行われて

いた雨ごいが起源とされ、やがて面をつ

けた舞が加わった現在の形となりました。

獅子、神馬（きつね）、四丁目（おかめ）、民場（ひょっとこ）で構成さ

れています。

72 MAP
B-3 市指定

史 跡

南坪貝塚

　　　　 縄文時代後期（約4,000～3,000年前）

霞ヶ浦北岸に所在する大規模貝塚。直径約

100ｍの範囲に馬
ば

蹄
てい

形
けい

に広がる地点貝塚があ

ります。貝層の厚さは30～50㎝、堀之内式期に貝層が形成されました。貝

層は、鹹
かん

水
すい

性
せい

のハマグリ、シオフキが主体を占めています。３体の埋葬人骨、

クロダイ、スズキなどの魚骨やシカ、イノシシなどの獣骨も見つかっています。

石器（石皿、石鏃）、土偶、骨角器（ヤス、釣針）、貝輪、土器片錘もあります。

73 MAP
H-8

市指定

時代

双龍環頭大刀柄頭

1947年　米軍空撮


